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知野ら：アスパラガスのポリフェノール含量

　アスパラガス（Asparagus officinalis L.）は、野菜の中では
珍しいユリ科の永年性作物であり、生理生態的な特性がほかの
野菜と大きく異なる（元木，2003）。毎年、種をまいたり、定
植したりする必要がない反面、露地長期どり栽培では一般に収
穫と株の維持・養成とのバランスをとることが難しい（元木，
2003）。食用にするアスパラガスの若い茎は「若茎」と呼ばれ、
この茎の生長は著しく速い（児島，2000a，2000b; Kojima と
Sakurai，1994）。一般的に、４月から６月にかけて収穫する若
茎を「春どり」、６月から９月にかけて収穫する若茎を「夏秋
どり」という。アスパラガスの栽培に関する知見は、品種特性

（浦上ら，1993；元木ら，2007）、促成栽培（安部ら，1999；小
泉ら，2002，2003）および連作障害（元木ら，2006a，2006b）
について報告されている。
　農産物における機能性成分に対する関心の高まりから、アス
パラガスの成分分析も行われている。機能性成分であるポリ
フェノール化合物は抗酸化作用を有し、アスパラガスにはルチ
ンが多く含まれていることが Maeda ら（2005）、鈴木ら（2004）
および津志田ら（1994）によって報告されている。さらに、ル
チン含量と総ポリフェノール含量には、品種間差異があるが、
有意な相関が認められている（元木ら，2007）。また、ポリフェ
ノール含量は日照条件（甲村ら，2004，2005）、収穫時期（甲
村と渡邊，2003）または栽培環境（前田ら，2005）によって変
化することが報告されている。しかしながら、アスパラガス若
茎の部位別のポリフェノール含量と収穫時期の関係は明らかに
されていない。
　本研究は、異なった時期に収穫したアスパラガス‘ウェルカ
ム’の若茎におけるポリフェノール含量を測定した ｡ さらに、
若茎の測定部位とポリフェノール含量の関係を示した。

材料および方法
１．植物材料
　植物材料は、長野県野菜花き試験場で栽培されたアスパラガ
ス‘ウェルカム’（系統名 : UC157F1）を使用した。アスパラ
ガスの若茎の採取は、2002 年５月 22 日（春どりアスパラガス）
および８月 21 日（夏秋どりアスパラガス）に行った。採取し
たサンプルは分析まで冷凍保存した。

２．抽出・精製
　ポリフェノールの抽出には、春どりアスパラガスを５本、夏
秋どりアスパラガスを 32 本使用した。若茎の調整は児島

（2000a）および Kojima ら（1993）の報告に従い、若茎の先端
から 24.5 cm に調整したサンプルは図１のように先端Ⅰ、先端
Ⅱ、中部および基部の４つに切り分けた。先端Ⅰは若茎の先端
から 1.5 cm で切断し、その切り口から 2.0 cm を先端Ⅱとした。
残りのサンプルは、１：２の比率になるように 7.0 cm（中部）
と 14.0 cm（基部）に切り分けた。切り分けたサンプルは、生
重量を計測し、80％メタノールに浸漬した。－５℃で 24 時間
浸漬後、サンプルをホモジナイザーで摩砕した。摩砕したサン
プルは、再度、－５℃で保管した（24 時間）。その後、ハイガー
ゼおよび濾紙（ADVANTEC2，東洋濾紙）で濾過した。さらに，
濾液をメンブレンフィルター（0.2 μm，日本ミリポア）で濾過
し、回収した濾液は分析まで－ 30℃で保管した。

３．比色定量
　ポリフェノールの分析方法はフォリン - デニス法とし、津志
田（2000）の方法に従った。フォリン - デニス試薬は、蒸留水

（35.0 mL）にタングステン酸ナトリウム・2 水和物（5.0 g）、
リンモリブデン酸（1.0 g）、リン酸（2.5 mL）加え、湯せん上
で溶解した。冷却後、50.0 mL に定容した。飽和炭酸ナトリウ
ム水溶液は、無水炭酸ナトリウム（17.5 g）に蒸留水（50 mL）
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要　約
　本研究は、異なった時期（2002年５月22日および８月21日）に収穫したアスパラガス‘ウェルカム’の若茎におけるポリフェ
ノール含量を測定し、若茎のポリフェノール濃度と測定部位の関係を示した。春どりの若茎（830 μg）のポリフェノール含量は、
夏秋どりの若茎（650 μg）より多かった。春どりの若茎の先端Ⅰ、先端Ⅱ、中部および基部のポリフェノール濃度は、それぞれ、
118 μg・g-1FW、49、57および33であった。夏秋どりの若茎の先端Ⅰ、先端Ⅱ、中部および基部のポリフェノール濃度は、それぞれ、
62 μg・g-1FW、42、29および18であった。両時期において、若茎の先端Ⅰのポリフェノール濃度は、４つの部位の中で最も高かっ
た。これらの結果は、春に収穫したアスパラガスの若茎のポリフェノール濃度が夏から秋にかけて収穫したものよりも高いこ
とを示し、春に収穫した若茎の抗酸化活性は夏から秋にかけて収穫した若茎よりも高いことが示唆された。
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を加え、70 ～ 80℃の湯せんで溶解させた。反応液の組成は、
試験管に蒸留水（3.5 mL）、抽出液（0.1 mL）、フォリン - デニ
ス試薬（0.1 mL）、飽和炭酸ナトリウム水溶液（0.2 mL）とした。
１時間後、反応液は 700 nm の波長に設定した分光光度計

（Ultrospec 3000，アマシャム　ファルマシア　バイオテク株
式会社）で測定した。ポリフェノール量はカテキンで換算した。

結果および考察
１．アスパラガス若茎の生重量
　夏秋どりした若茎の各部位の生重量は、全部位において春ど
りアスパラガスのより重かった（図２）。若茎１本当たりの生
重量は 18.6 gFW（春どり）および 26.8 gFW（夏秋どり）であり、
収穫時期によって重さが異なった。この差には、春どりアスパ
ラガスの収穫時期が影響したと考えられる。春どりの若茎の収
穫日が打ち切り直前であったことから、細い若茎が多く、生重
量が減少したと考えられる。また、若茎の大きさは、立茎させ
る茎の太さや本数によって変化することが安部ら（1999）によっ
て報告されている。立茎させる茎が小さいと収穫本数は増加す
るが、１本当たりの生重量は減少する（安部ら，1999）。この

ことから、本試験における若茎の大きさの違いには、春以降に
立茎させる茎の太さや本数の違いも影響したかもしれない。
２．アスパラガス若茎の各部位のポリフェノール濃度
　春どりした若茎の部位別のポリフェノール濃度は、118 μg・
g-1FW（先端 I）、49（先端Ⅱ）、57（中部）および 33（基部）
であった（図３）。夏秋どりした若茎の部位別のポリフェノー
ル濃度は、62 μg・g-1FW（先端 I）、42（先端Ⅱ）、29（中部）
および 18（基部）であった（図３）。収穫した時期によって各
部位のポリフェノール濃度は異なったが、両時期に収穫した若
茎のポリフェノール濃度は先端Ⅰで高く、基部で低い傾向が見
られた。このことから、若茎中のポリフェノール含量には濃度
勾配があり、その濃度は収穫時期によって変化することが明ら
かになった。
　若茎の先端部でポリフェノール濃度が高いことは、アスパラ
ガス‘グリーンフレッチェ’および‘パープルパッション’で
報告されている（甲村と渡邊，2003）。アスパラガスのポリフェ
ノールの主要成分であるルチンについても、同様の傾向が鈴木
ら（2004）や Wang ら（2003）によって報告されている。さ
らに、ルチン含量および総ポリフェノール含量の間には有意な
相関が認められており、若茎頭部のポリフェノール類の中では
ルチンが主要なものの一つであることが示唆されている（元木
ら，2007）。したがって、本研究で使用したアスパラガス若茎
のルチンの濃度は先端側で高く、若茎中のルチンにもポリフェ
ノール含量と同様に濃度勾配があることが示唆された。

３．アスパラガス若茎のポリフェノール含量
　若茎１本当たりのポリフェノール含量は 830 μg・plant-1（春
どり）または 650 μg・plant-1（夏秋どり）であり、春どりの若
茎のポリフェノール含量が多かった（図４）。若茎の部位別の
ポリフェノール含量も、先端Ⅱ区を除いて春どりのもので多
かった（図４）。収穫時期によって若茎のポリフェノール含量
が異なる原因の詳細は不明であるが、若茎のポリフェノール含
量には光が影響しているかもしれない。甲村ら（2004）は、遮
光処理したアスパラガスのポリフェノール含量が無処理の若茎
よりも減少したことを報告している。さらに、アスパラガス若

図１．アスパラガス若茎の測定部位の模式図

図２． 春どりまたは夏秋どりしたアスパラガス若茎の各部位の
生重量
アスパラガス若茎は2002年５月22日（春どり）または８月
21日（夏秋どり）に収穫し，若茎のポリフェノール含量は
５本（春どり）または32本（夏秋どり）の平均値を示す．

図３． 春どりまたは夏秋どりしたアスパラガス若茎の各部位の
ポリフェノール濃度
アスパラガス若茎は2002年５月22日（春どり）または８月
21日（夏秋どり）に収穫し，若茎のポリフェノール含量は
５本（春どり）または32本（夏秋どり）の平均値を示す．
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茎のルチン、アスコルビン酸およびクロロフィル含量が、遮光
処理によって減少することが甲村ら（2005）によって報告され
ている。以上のことから、夏から秋にかけて収穫されるアスパ
ラガス若茎は立茎によって遮光され、結果として、ポリフェノー
ル含量が減少することが推察された。
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図４． 春どりまたは夏秋どりしたアスパラガス若茎のポリフェ
ノール含量
アスパラガス若茎は2002年５月22日（春どり）または８月
21日（夏秋どり）に収穫し，若茎のポリフェノール含量は
５本（春どり）または32本（夏秋どり）の平均値を示す．
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Effect of the Harvest Season on Polyphenol Content in Spears of Asparagus
(Asparagus officinalis L.)

Shuji CHINO1, Nozomi SHIOTA2, Yuuki OHTA1, Satoru MOTOKI3 and Kiyohide KOJIMA1*
（Received December 28, 2007）

Summary
In this study, the polyphenol contents of spears in ‘Welcome’ asparagus harvested at different season (22 May and 21 

Aug, 2002) were determined, which showed the relationship between concentration of polyphenol and measurement part of 
spears. The polyphenol contents in spears of  asparagus harvested on spring (830 μg ･ plant-1) were higher than spears on 
summer (650 μg ･ plant-1). The concentrations of polyphenol in tip ( Ⅰ ), tip ( Ⅱ ), middle and base part of spears harvested 
on spring were 118, 49, 57 and 33 μg ･ g-1 FW, respective. On the other hand, the concentrations of polyphenol in tip ( Ⅰ ), tip 
( Ⅱ ), middle and base part of spears harvested on summer were 62, 42, 29 and 18 μg ･ g-1 FW, respective. In both season, the 
concentration of polyphenol in tip ( Ⅰ ) of spears was the highest of four parts. These results showed that the polyphenol in 
asparagus spears harvested on spring was higher than spears harvested from summer to fall, suggesting that the activity of 
antioxidant in spears harvested on spring was higher than spears harvested from summer to fall.
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